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　　This　experiment 　was 　conducted 　to　investigate　the　differences　in　proximate 　and 　mineral 　compositions 　be−

tween 　hatchery　reared 　and 　wild 　caught 　yellowtail　S碗 oJα quinqueradiata 　juveniles．　The　body　excluding 　the

stomach ，　intestine　and 　pyloric　cecum 　of 　58− and 　70−day−old 　juveniles　produced 　at　Nagasaki　Prefectural　Institute

of　Fisheries　in　1999　and 　those　of　juveniles　caught 　from　the　coastal 　area 　of 　Kagoshima　Prefecture　in　1998　and

Nagasaki　Prefecture　in　1999　were 　analyzed ．

　 　The 　crude 　lipid　contents　were 　higher　in　reared 　fish　than　the　wild 　ones ．　On　the　other 　hand，　the　amount 　of　crude

protein　in　the　wild 五sh 　was 　higher　compared 　to　the　reared 　ones ．　Furthermore，　the　amount 　of　calcium ，　magnesium ，
iron，　zinc ，and 　copper 　were 　diflbrent　in　the　two 　types　of 且sh ．These　nutritional 　elements 　could 　be　important　factors
in　health　of　the　yellowtail　juvenile．
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　ブ リ類 （ブ リ 以 外 に ヒ ラ マ サ，カ ン パ チ を含 む） は我

が 国 魚類養殖 の 中 で 最 も生 産 量 の 多 い 魚 種 で あ り ，

1998 年度 に お け る 生産量 は 約 15 万 t と，2 位 の マ ダ イ

（8 万 t）や 3 位 の ギ ン ザ ケ （1万 t）を 大 き く引 き離 し

て い る 。

1） 中 で も ブ リ Sen
’
ola　quinqueradiataは 全 国 で 4

千 万尾以 上 が飼育 され る （  全 国 か ん水 養魚協会調べ ）

重要な養殖対象魚で あ るが，本種 の 養殖 は マ ダイや ギ ン

ザ ケ と大 き く異な り，現在 に 至 る まで そ の 養殖 用 種苗 の

殆 ど全 て が 天 然 ブ リ稚魚 （モ ジ ャ コ ）の 採捕 に よ り賄 わ

れ て い る。こ の た め，モ ジ ャ コ の 好不 漁に よ り養殖量 が

左右 され，また ，大量採捕 に よ るブ リ天然 資 源量 の 減少

も懸念 され る こ とか ら，養殖用人工 種苗 の 量 産技術開発

が強 く望 まれ て い る。

　本種 の 種苗生産は 古 くか ら試 み られ て い る 。 内田 ら2）

は 1958 年 に天然親魚を 用 い て 採卵 を行 い ，ふ 化仔魚 を

得 る こ とに 成功 し た。そ の後，近 畿大 学 ，　／1）
長 崎 大 学，4）

長 崎 水 試，5〕高知 水試 ，

6） 日本栽培漁業協会
7）な どに よ り

生産技術の 改 良 が 進 め られ，1998年 に は 全国で 415千

尾 の 稚魚が 生産 さ れ る様 に な っ た 。

8） しか し，本種の 種

苗生 産時 の 生残率は全長 30〜40mm 程 度 の 稚魚 で ふ 化

仔魚 か ら 20％ 以 下 と，9・lo）未だ 商業 レ ベ ル で 成 功 して い

る とは 言 え な い 。ま た，形態 異常 の 発現 率 も高 く，10 ）今

後改善 され る べ き問 題 点 も多 く残 され て い る。さ らに ，

養殖用 種 曲 と しての 利 用 に 当 た っ て は 生 産 され た 稚魚に

生 理 的な健全性 が 必 要 とさ れ る。ll〕その た め，人 工 生産

稚 魚 の 質，す な わ ち 栄養状態や 活力 ・体 力 な ど種 苗の 基
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本 的 な健康状態 を ，健 苗 性 の 手 本 で あ る 天 然 稚魚12〕
に

近 付 け る こ とが 望 まれ て い る。

　栄 養状 態 は魚 の 健 全 性 に 大 き く関 与 して お り，餌 ・飼

料 の 栄養 成 分 は 魚 の 体成 分 に 反 映 さ れ る。13・14）従 っ て ，

飼育 お よび 天然稚魚の 体成 分 を比 較す る こ とは，両者 が

摂餌 した餌 ・ 飼料の 質 の 違 い や 稚 魚 の 健全 性 の 差 を解 明

す る た め の 手段 の
一つ と して有効 で あ る と考 え られ る 。

そ こ で本報 で は，採卵 か ら稚魚牛 産 に至 る過程 の 全 て を

飼 育環境下 に お か れ た ブ リ 人工 生 産稚 魚 とブ リ天 然 稚魚

の
一一
般 成分 お よび無機成分 を 全長別に 分析 して両者を比

較 し，飼育ブ リ稚魚の 健全性 を評価 す る と共 に ， 飼育 に

用 い た餌 ・飼料 の 質 に つ い て も評価 を試 み た の で報告す

る。

材料 お よび方 法

　供試魚　飼育稚魚 に は ，1999 年 2 月 に 長崎県総合水

産試験場 で 採卵 し ，同場 の 陸 上 100kL 円形 水 槽 を 用

い ，成長 に 応 じて マ u ン グ ロ ス （日清 サ イ エ ン ス   製），

ア ク ア ラ ン （武 田科学飼料  製） お よび ス
ーパ ー生 ク ロ

レ ラ V12 （ク ロ レラ 工業  製）で 栄 養強化 した S 型 シ

オ ミ ズ ツ ボ ワ ム シ Brachionus　rotundi 　ormis ，マ リソ ア

ル フ ァ お よび マ リン グロ ス （日清サ イエ ン ス   製）で 栄

養強化 した ユ タ産ア ル テ ミア の ノ
ー

プ リ ウ ス 幼生 ，
マ ダ

イ卵 お よび市販配合飼料 （日清サ イエ ソ ス   ， 日本 フ ァ

イ ン フ
ーズ  お よび 日清飼料  製） を給餌 して飼育 し た

日 令 58お よ び 70の ブ リ稚魚 を用 い た 。 種苗 生 産期 間

中 の 餌料系列 は Fig．1 に ，水 温 お よ び 仔稚魚の 平均全

長 の 推 移 は Fig．2 に 示 す。

　 天 然 稚 魚 に は，1998 年 4 月 に 鹿児 島県沿岸 で 採捕 し

た ブ リ稚 魚 お よ び 1999 年 4 月 に 長崎県五 島沿岸で 採捕

した ブ リ稚魚を 用 い た。

　 こ れ ら供試魚は，採 捕 後 直 ちに ペ ーパ ータ オ ル で体 表

の 水分を取 り除い て チ ャ ッ ク 付 きポ リ エ チ レ ン 製密閉袋

に 収容 し ，

− 40℃ の 冷凍庫中 に 保存 した
。

　試料の 調整　全長 の 違 い に よ る体組成の 変化を調 べ る

た め ，飼育お よび 天 然稚魚 は 全長に より 10mm 毎 に 大

まか に 区分 した。区分 した 各群の 平均全長お よび 個体数

は Table　1に 示 す 。

Rotifer

．4吻 〃躍’a

一
Ar 重jficial　diet

　分 析 の 前処 理 と して ，各群 い ず れ の 稚 魚 も，体 内 に 残

る 餌 ・飼料 の 影響 を 排除 す る た め ，消化管 を取 り除 い

た。消化 管 を取 り除 い た 稚 魚 は，各群 毎 に乳 鉢 を用 い て

全 個体 を す り つ ぶ して 均
一
化 し ，分 析試料 と した 。な

お，本 論文 中 で は上 記 に よ り調整 し た試料 を 全 魚体 と略

記 す る。
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Fig．2．　 Water　temperature 　and 　growth 　on 　seed 　produc −

　 tion　of 　yellewtail　 at 　Nagasaki 　Prefectural　Institute　of

　 F童sheries 　in　1999，　Solid　circles　and 　vert 三cal　lines　in　the
　 且gure　ef　average 　total　length　show 　mean 　and 　S，D ．，

Table 　1．　 Average 　total　length　Qf 且sh 　used 　for　proximate

　 and 　mineraL 　cornposition 　 analyses

　　　　　　Average　total　length（mm ）

Hatchery 　reared 丘sh ＊ 1
　　　　 Wild 　ca   ht 丘sh

・8−d・yつ ld　 7・組 ・y
−
・ld　

Ka
琶麟

ma
− Na

鵬
i一

37．3 土 3．3
（n − 38）

48．0 ：ヒ2．1
（n ＝24）

55．9 ± 2，1
＠＝11）

56．6±3．0
（犯
薈12）

67．7 ± 2．1
＠ ＝10〕

93．6 ± 2．3
（n ・・4）

26，0± 4．7＊ 4
　　27ユ± 2．2

（n ＝23＊ 5
）　　　（n ＝13）

38．1 ± 2．3　　　 38，0 ± 3，1
（n ＝27）　　　　　（n ＝31）

49．5 ± 4．3　　　　47．8土 2．4
（n 一16）　　　　　（n ＝8）

67．6± 6．8
（n ；14）

113．5± 7．8
（n ・2）
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Fig．1，　Feeding 　schedule 　applied　to 　seed 　production 　o

　yellowtail 　at　Nagasaki 　Prefectural 　Institute 　of　Fish
　eries至n　199

C ＊LFish 　produced　at　Nagasaki 　Prefectural　Institute　of　Fisheries

in 　19
，

＊2Fish 　ca ht 　 from　the 　 coastal　area　 of 　 Kagoshima 　Prefectur

@in 　
98 ． 寧3F至sh 　ca  ht 　from　the 　coastal　area 　ofNagasaki 　Prefecture　in　
99

． 糾 Mean
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　分析方法　
一

般成分 （水分，粗 タ ン パ ク質，粗脂肪 お

よ び粗 灰 分）お よび 無機成分 （リ ソ ，P ：カ ル シ ウム ，
Ca ； ナ ト リ ウ ム ，　 Na ： カ リ ウ ム ，　 K ： マ グ ネ シ ウ ム ，

Mg ：銑 Fe ：亜 鉛，　 Zn ： マ ソ ガ ン，　 Mn ：銅，　 Cu ）の

分析 を 行 っ た 。

　水分 は 常圧加熱乾燥法
15），粗 タ ソ パ ク 質 は ミ ク ロ ケ

ル ダー
ル 法

15），粗脂肪 は ク ロ ロ ホ ル ム ： メ タ ノ
ー

ル ー

2 ：1 （VIV ） 混 液 を用 い た Folch らの 方 法，16〕粗 灰 分は

灰 化 法
15）に よ り定 量 した 。 無機成 分 の 分析 は，試料 に 5

mL の 硝酸 を 加 え，　 MLS −1200　Mega 　Microwave 　Diges−

tion　 Systemを用い て 分解 した後，　 P は分 光吸光法，17）

Ca，　Na ，　K ，　Mg ，　Fe お よび Zn は原子吸光法，17
−2°｝Mn お

よ び Cu は 炎 光 吸 光法
21）に よ り定量 した 。粗 タ ン パ ク

質，粗 脂 肪 お よび 粗 灰 分 含量 な らび に 無機 成 分の 分析結

果は，乾物換算で 示 した。

結 果

　
一

般成 分　飼 育 お よ び 天 然 ブ リ 稚魚 の 水 分 含 量 は

Fig．3 に，粗 タ ン パ ク 質，粗 脂肪 お よ び粗灰 分含量 の 分

析 結 果 （乾 物 換 算 ）は Fig，4 に 示 す。

　 水 分 含量 で は ，天 然 稚 魚 が 76〜78％ で あ る の に 対

し，飼育稚魚 は 77〜80％ と 同 サ イ ズ の 天 然 稚魚 に比 べ

て 多 い 傾 向 が み られ た。

　 天 然稚魚の 粗 タ ン パ ク 質含量 は 75〜79％ の 範囲 に あ

り，大型 群 ほ ど増加 す る傾向を示 した 。

一
方，飼育稚魚

で は 73〜76％ の 範囲 にあ り，大 型 群 で は む しろ 僅 か に

減少する傾向を示 した。同サ イズ の稚魚の 比 較で は，飼

育魚 の 粗 タ ソ パ ク 質含量 は天 然魚 よ り少な い 傾 向 にあ っ

た 。

　天 然 稚 魚 の 粗 脂肪含 量 は 9〜12％ の 範囲 に あ り，産

地 が同 じ場合 には サ イズ に 関 係 な くほ ぼ一．一定 し て い た 。

一
方，飼育稚魚で は 13〜17％ の 範囲 に あ り，大 型 群 ほ

ど 増加す る傾向を 示 した。飼育稚魚の 粗脂肪含量 は 同サ

イ ズ の 天 然稚魚 よ り 多 く，大型群 で は そ の 差 が 開 く傾 向

が み られ た。

　粗 灰 分 含 量 は 天 然 稚 魚 で は 11〜15％ ，飼育 稚魚で は

13〜15％ の 範 囲 に あ り，両者 と も大 型 群 ほ ど減少す る

傾向を 示 した 。 同 サ イズ の 稚魚の 比 較 で は ， 飼育魚の 粗

灰 分含量 は 天 然魚 よ り僅か に 多 い 傾 向 が み られ た 。

　無機成分　飼育お よび天然ブ リ稚魚各無機成分 の 分 析

結果 （乾物換算）は Fig．5 に 示す。

　P 含量 は ，天 然稚魚で は 23〜30mg ！g，飼育稚魚で

は 25〜31mg 〆g の 範囲 に あ り ， 両者 に大差な か っ た。

　Ca 含量は，天 然稚魚で は 21〜26　mg 〆g，飼育 稚魚で

は 24〜31mg！g の 範囲 に あ り，飼育稚魚の 含量 は 同 サ

イ ズの 天然稚魚よ り多い が，同 日令 で は大型群ほ ど少な

くな る傾 向 が み られ た。
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　Na 含量 は ，天 然 稚 魚 で は 5〜14　mg ／g ，飼育 稚魚で

は 6〜10mg ！g の 範 囲 に あ り，鹿 児 島 県 産天 然 稚 魚 の 小

型 群 （平 均 全 長 26mm ） を 除 き，両 者 に 差 は殆 どな か

っ た。

　K 含量 は ，天 然稚魚で は 16〜19　mg ！g，飼育 稚魚 で

は 17〜18mg ！g の 範 囲 に あ り，両 者 に 差 は 殆 どな か っ

た
。

　Mg 含量は，天 然稚魚 で は，鹿児島県産の 小型群 （平

均 全 長 26mm ＞を 除 き，1，7〜2，5　mg ！g の 範 囲 に あ っ

た。飼 育 稚 魚 は 日令 に よ り含 量 に差 が み られ た。す な わ

ち，日令 58 で は 2。7〜3．1mg ／g，日令 70 で は 1．6〜1，8

mg ／g の 範囲に あ り，同サ イ ズ の 天 然稚魚の 値 に 比 べ て

日 令 58 で は大 き く，日令 70 で は小 さ い 傾 向 を示 した 。

　Fe 含 量 は，天 然 稚 魚 で は 90〜190 μg／g の 範囲 に あ

り，産地 や サ イ ズ に よ る 差が 大 きか っ た 。飼育稚魚で は

日令 に よ り差が み られ，日令 58 で は 110〜140μg／g，
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日 令 70 で は 80〜110μg／g の 範 囲 に あ っ た。産 地 ，サ

イズ，日令 に よ る差 が大 きい もの の ，日 令 70 の 飼 育 稚

魚 の 値 は 同 サ イズ の 天 然 稚魚 に 比 べ て 小 さ い 傾向に あ っ

た。

　Zn 含量 は，天然稚魚で は 70〜100μg／g，飼育稚魚 で

は 70〜80 μg ！g の 範囲 に あ り ， 両者 と も大 型 群 ほ ど減

少 す る傾向を示 した 。 飼育 稚魚の 値 は 同 サ イズ の 天 然 稚

魚 に 比 べ て 小 さ い 傾向が み られ た。

　Mn 含量は，天 然稚魚，飼育稚魚 とも 4〜5μg ！g で，

両 者に 差は殆 どな か っ た。

　Cu 含量は ，天然稚魚で は 4〜11μg／g の 範囲 に あ っ

た の に 対 し ，飼育 稚 魚 で は 8 μg！g 以 下で あ 一一
） た。産

地，サ イズ，口 令に よる差 が大 きい が，飼育稚魚の 含量

は 同 サ イズ の 天然 稚魚に比 べ て少 な い 傾向が み ら れ た。

考 察

　 天 然稚魚は環境 の 厳 しい 天然 海 で の 生 育 に 必 要 な健 全

性 を維持す るの に ト分な 栄養状態 に あ り，体 成 分 は そ の

栄養状態 を反 映 して い る と推 察 さ れ る。こ れ に 対 し，飼

育稚魚の健 全性 は給餌さ れ る餌 ・飼料 に含 ま れ る栄養成

分の 過 不 足に よ っ て 左右され，体成分 は摂取 した栄養成

分の 量 や 質に よ り変化 す る こ とが知 られ て い る 。

13，1，t）

　分 析 の 結 果，飼 育 ブ リ稚 魚 は成 長 に よ っ て粗 脂 肪 含量

が 増加 し，粗 タ ン パ ク質含量 が 減少す る傾向に ある こ と

が分か っ た。こ れに対 し，天然ブ リ稚魚で は，成長 に よ

る 粗脂肪含量の 変化は殆 どな く，粗 タ ン パ ク質含量 に は

増加傾 向が み られ た。ま た ，同サ イ ズ の 稚魚 の 比 較 で

は，飼 育 魚 は 天然 魚 に 比 べ て 粗 脂 肪 含 量 が 多 く，粗 タ ン

パ ク 質 含 量 が少 な か っ た （Fig．4）。

　飼 育稚 魚 の 粗 タソ パ ク質含量 が 天然 稚 魚 に比 べ て少 な

く，粗 脂 肪 含量 の 多 い こ と は シ マ ア ジ
22 ）に お い て も報

告 さ れ て い る。脂質 は 餌 ・飼料 が 不 足 し た 際 に エ ネ ル

ギー
源 として 利用 さ れ る こ とか ら，粗脂肪含量 の 高 い 飼

育稚 魚 は，餌 止 め や飢 餓 に対 す る耐 性 が強 い と考え られ

る。　 ・
方，飼育稚魚 に お け る粗 タ ン パ ク 質含量 の 低 さ

は，食物 に遭遇 す る機会 が少 な く，捕食者 に遭遇 す る機

会が 多い 天然海 へ の 放流 に 当 た っ て は 不 利 と 考 え ら れ

る 。 す な わ ち，タ ン パ ク 質 は主 に 筋肉組織 を構成 す る成

分 で あ る こ とか ら，飼育 稚 魚 は天 然 稚 魚 に比 べ て筋 肉 の

発達 が不 十 分 で あ り，遊泳 能力，索餌能力，外敵 か らの

回避能力な ど に 問題 を有 して い る と推察 さ れ る。今後，

こ の 様 な体成 分 を も つ 飼育稚魚 が 生 存，生 育 に 適切 か ど

うか，遊泳 ス ピードや遊泳持続 時 間 な どに つ い て 検討 を

加 え る 必 要 が あ ろ う。

　 な お ，天 然稚魚 に 比 べ て 過多 と な っ て い る 飼育稚魚の

粗脂肪含量 は，成長 に よ っ て そ の 差 が 拡大 し て い る。脂

質 の 過 剰 蓄 積 は，運 動 代 謝 に よ る 必 要 量 に 比 べ ，摂取 エ

ネル ギー量 が 多 かった こ とが 原因 と考 え ら れ る 。 今後 ，

天 然 稚 魚 に 近 い
一

般 組 成 を もつ 種 苗 の 生産 を 目指 す に 当

た り，給 餌す る 餌 ・飼料 の エ ネ ル ギ
ー

！タ ン パ ク 質含量

比や 給餌量，給餌方法 を検討す る 必 要が あ る と考 え ら れ

た。

　粗灰分含量で は 飼育稚魚 と天然稚魚 との 間に 大差 な か

った が， 一
部 の 無 機質成 分含 量 に 差 が 認 め ら れ た

。
す な

わ ち ，Ca 含量 は 飼育稚魚が 天 然 稚魚 よ り 多 く，Zn や

Cu 含量は飼育稚魚が 天然稚魚 よ り少ない 傾向 が認 め ら

れた。ま た ，日 令 70 の 飼育稚魚 で は Mg や Fe 含量 が

同サ イズ の 天然稚魚 に 比べ て 少な か っ た （Fig．5）。

　Ca は P と並 び 脊椎動物 の 代表 的 な 無 機質で あ り，主

に 骨 格の 構成 尢 素 と して 存在 して い る。魚体中の Ca 含

量は 飼料中 の P や Mg 含量 に 関係 して お り，飼料 の P

不 足 に よ り 魚体 の Ca 含量 が 低下 す る こ と，1ア・23
−25，ま

た ，飼料の Mg 不足 に よ り魚体の Ca 含量 が 増加 す る こ

と 19・26）が報告さ れ て い る。

　今回 の 結 果 を み る と，飼 育 稚 魚 と天 然 稚 魚 の Ca 含 量

に は 差 が 認 め ら れ た もの の ，P 含 量 で は 両 者 に 差 が な か

っ た。こ の こ と か ら，今回用 い た 餌 ・飼料 に 含 まれ る P

の 含量 お よ び利用 率 に問題 はな か っ た と推察 され た。．．．一

方，飼育稚魚の Mg 含量 は ，配合飼料単独給餌 とな っ

た 目 令 70 （Fig．1） で 天然稚魚 を下回 っ た 。 こ の 結果 ，

飼 育 稚 魚 の CafMg 比 は 日令 58 の 約 10 か ら 日令 70 で

は 約 15 に 増加 し，同 サ イ ズの 天 然稚魚 に比 べ て高 くな

っ た （Fig．6）。日令 58 の 飼育稚魚 に お い て は 魚体 の

Mg 含量が 天然稚魚 よ り多い に も か か わ らず Ca 含量 が

天然稚魚を 上 回 っ て い る こ と か ら，飼育稚魚の Ca の 多

さ を単 純 に 餌 ・飼料の Mg 不 足 に 結 び つ け る こ とは 出

来 な い が，今 後 ，餌 ・ 飼 料 に 含 まれ る Ca お よ び Mg の

含量 や利 用 率 を検 討 す る必 要 が あ る と考 え られ た 。

　 また ，微 量 元 素 で は Fe
，
　Zn お よび Cu に お い て 飼育

稚魚 と天 然稚魚の 含量 に 相違が み ら れ た 。す な わ ち，同
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ブ リ稚魚の
・
般 成分 と無機質 799

サ イズ の 稚魚を比較 した場合，前者 は後者 に比 べ て 含量

が 少なくなる傾向にあ っ た。これ ら元 素 は餌 ・飼料中の

不 足 に よ り成長不 良，へ い 死率の 上昇，貧血 お よび 形態

異 常個体の 出現な どの 欠乏症 を引 き起 こ す こ とが 報告 さ

れ て い る。2e・21・27
−33）

今後，餌
・
飼料 に 含 ま れ る こ れ ら微

量元 素の 含量や 利用 率 に つ い て も検 討す る 必 要 が あ る と

考 え られ た 。

　 以 上，栄養状態か らみ た 場 合，飼育稚 魚は 天 然 稚 魚 に

比 べ て 飢餓耐性 に 勝 る もの の 遊泳 能力 に 劣 り，貧血 や 形

態 異 常 個 体 出 現 の 可能性 の 高 い こ とが 示 唆 され た 。

　 長 崎県五 島沿岸で 採捕 され る天然ブ リ稚魚の 成長は，

y＝9．61 × eO
・025x

（y ： 全 長 mm ，　 x ： 日 令）で 表 さ れ る こ

とが報告 さ れ て い る。：鵐 こ の式 か ら求 め た 日令 58の 天

然稚魚 の 全長 は 41mm で あ り，今回分 析に 供 した 同 日

令の 飼育稚魚 の 平均全長 42　mm とほ ぼ等 し か っ た。 一一

方，配合飼料単独給餌 とな・．
・ た 日 令 70の 飼育稚魚の 平

均 全 長 は 76mm で，同様 に して 求 め た 日 令 70の 天然

稚魚 の 全 長 55mm を E．回 一．）た。こ の こ とか ら，今 回 用

い た 配合飼料は ブ リ稚魚に 対 して 優れ た 成 長効 果を も っ

て い た と 推 察 さ れ た 。しか し，1999 年 に長 崎 県 総 合 水

産試験場で 生 産 さ れ た ブ リ飼育稚魚 と天 然稚魚 との 間 に

は 粗 タ ン パ ク 質含量 や 粗 脂肪含量，な らび に 無機成分の

内 Ca，　Mg ，　Fe，　Zn ，お よ び Cu 含 量 に 差 の あ る こ とが 明

らか に な った 。

　以 上 ，今回飼 育 に使 用 した 餌 ・
飼料 は，ブ リ稚魚の 成

長を 促すの に 十分な 栄養組成を も っ て い る もの の，健苗

性向上 の 観点 か らは，エ ネル ギ
ー19 ン パ ク 質含量比 な

らび に 無機質成分の 含量や 利用率に つ い て ，改善の 必 要

性 の あ る こ とが示唆さ れ た 。

　今後，こ の 様 な 栄養組成 を もつ 飼育稚魚の 養殖種苗 と

して の 適性を検討 す る と共 に ，ブ リ飼 育稚魚の 健 全性 向

上 に 向け ，仔稚魚期に お け る こ れ ら 栄養素の 要求量 に つ

い て も検討を 加 え る 必 要が あ る と考 え られ た 。
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